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　　　　　　試験

試験番号　：NMMP／E99／1020
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試験実施状況査察 @平成僻工艀日　平成博胡千日

試験報舗監査　平成ρ年月／日　平脚癖6月rア日

　　　　　　　　　　　平成ρr年‘レ月》レ日
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1．表題

2．試験目的

3．適用力帯イドラィン

4．適用GLP

5、試験委託者

　　名称

　　住所

　　委託責任者

6．試験受託者

　　名称

　　所在地

7．試験施設

　　名称

　　所在地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C超179層39－0

　　　　　　　　　試験実施概要

　：2一メチルー2一プロペンアミドの藻類（艶1θ嘲5な‘枷02p蜘餬口釦切）に対する生長

　阻害試験

：2一メチルー2一プロペンアミドについて、藻類（5θノθηa3ケ口切伍p蜥oo畑ロ甜加）に対

　する生長阻害試験を行い、生長阻害濃度（EC50）および無影響濃度（NOEC）を

　求める。

：本試験は・OECD化学品テストガイドラインNo、201r藻類生長阻害試験」（1984

　年）に準拠して実施した。

：本試験は環境庁のGLP規則に準拠した。

：環境庁

＝（〒100－8975）東京都千代田区霞が関1－2－2

：企画調整局環境保健部環境安全課環境リスク評価室室長補佐

：株式会社東レリサーチセンター

：（〒103・0022）東京都中央区日本橋室町3－1－8都ビル内

：株式会社東レリサーチセンター名古屋研究部

：（〒455・8502）愛知県名古屋市港区大江町9－1
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C躍3：79－39＿0

8，試験関係者：

試験責任者

試験担当者

巴　　　　　　　　　　　　ラ　　　　成ノ2年1■月Zノ日）

　　　（平成12・年1ち月■1日）

試験担当者

試験担当者

　　　（平成ρ．年1－月L・1日）

磨平成　　21日）

9．試験期間： 試験開始日

暴露期間

試験終了日

平成11年11月16日

平成12年2月1日～平成12年2月4日

平成12年2月14日～平成12年2月17日（追加試験）

平成，2年！2月■’日

10．保管：

、 、
、

γ

噛
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SOP’NGENIDOC／0400（Ver、4）最終報告書変更届

n．変更項目，変更時期及び変更理由

頁（行） 変更前 変更後 変更時期 変更理由

P、5 10．保管： 10．保管： 2002年7月 今後、当研究部試資料保管施設

（下から4行） 試験計画書、生データ、記録文書および 試験計画書、生データ、記録文書および の保管容量が不足するため、外部

試験報告書は、試験報告書作成後10年 試験報告書は、試験報告書作成後10年 保管施設である株式会社ワンビシア

問、株式会社東レリサーチセンター名古 間、株式会社東レリサーチセンター名古屋 一カイブズを利用する。

屋研究部の保管施設に保管する。その後 研究部の保管施設あるいは当社研究部の

の保管については試験委託者と協議のうえ 査察・監査のもとに外部保管施設である株

決定する。 式会社ワンビシアーカイブズに保管する。そ

の後の保管については試験委託者と協議の

うえ決定する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SOP！NGEN／DOC10400（Ver．4）最終報告書変更届

m．署名，承認

変更届作成日　　　：た卯え年0ク月／ノ日

講任者（変 D成者）　　（溜之年．ク月／／目）

＿暑確認、　ロー細目）

一者承認・
@■…年励日）

試験委託者：環境省

　　　委託責任者

　　　総合環境政策局環境保健部環境安全課環境リスク評価室室長補佐

　　　　　　承 （・　鄭日）
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CAS：79－39－0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　旨

試験委託者

　　環境庁

表題
　　2一メチルー2一プロペンアミドの藻類（甜ノθ照3餓’皿02pガσo㎜こぬ’加）に対する生長阻害試験

蟹　　NMMP／E99／1020
塑　　本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．201r藻類生長阻害試験」（1984年）に準拠して実施
　した。

　　1）被験物質　　　：2一メチルー2一プロペンアミド

　　2）培養方式　　　　：振とう培養（100rpm）

　　3）供試生物種　　：5θノθ刀a5加加08pガoo畑虚廿加（ATCC－22662）

　　4）温度　　　　　：23±2℃

　　5）暴露期間　　　　：72時間

　　6）試験液量　　　　：100mL（OECD培地）

　　7）照明　　　　　　：4000～50001ux（連続照明）

　　8）初期細胞濃度　　：1x104cells／mL

　　9）試験濃度（設定）：対照区および1000mg几（限度試験）

　　　　　　　　　　　　　　556mg1L（公比L8）（追加試験）

　　10）試験液中の被験物質の分析

　　　　　　　　　　　　二GC法（暴露開始時、終了時）

纏
1）生長曲線下の面積の比較による生長阻害濃度

　EbC50（0・72）二1000mg1Lを超える（〉1000mg几）

　無影響濃度（NOEC（面積法0・72））＝556mg几
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CAS179－39－O

2）生長速度の比較による生長阻害濃度

　ErC50（24－48）＝1000mg／Lを超える（〉1000mg／L）

　無影響濃度（NOEC（速度法24・48））＝1000mg1Lを超える（〉1000mg／L）

ErC50（24・72）＝1000mg4。を超える（〉1000mg1L）

無影響濃度（NOEC（速度法24・72））＝1000皿g／Lを超える（〉1000mg／L）

（上記濃度は、全て設定濃度に基づく値）
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CAS　l79－39・0

1被験物質

　1．1名称、構造式および物理化学的性状

　　　名称　：2ヅチルー2一プロペンアミド

　　　　　　　　　　別名1メタクリルアミド、識別符号IMP、CAS：79－39－0

　　　構造式　　　　lCH2＝C（CH3）CONH2

　　　分子式　　　　：C4H7NO

　　　分子量　　　　：85，11

　　　融点　　　　　1109℃

　　　沸点　　　　　：215℃

　　　水への溶解度　：41g／100g（30℃）

　　　　　　［上記の数値は、次のデータベースおよび「11290の化学商品」化学工業日報社から引

　　　　　用した〕

　　　　　　ECDIN　　：Env塗onmental　Che皿icals　Data　Information　Network

1．2供試試料

　　純度

　　ロット番号

　　供給者

　　供給量

　　入手日

　　外観

198％以上

二D12358J

：25g×2本

：平成11年9月17日

：白色粉末

1．3　被験物質の確認、保管方法および保管条件下での安定性

1）保管方法

　　被験物質は光遮断した試料保管庫に室温で保管した。

2）被験物質の確認および保管条件下での安定性

　　入手した被験物質について赤外吸収スペクトル、NMRスペクトルの測定およびガスクロマトグラ

フ分析を行い、被験物質の構造と矛盾が認められないことおよび純度を確認した。試験終了時にも

同様に測定・分析し、試験開始前に測定・分析したスペクトルおよびクロマトグラムと比較した結果、

変化は無かった。

　　従って、被験物質は当研究部の試料保管庫に保管中は安定であったと判断された。
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C超179－39－0

2　供試生物

　　試験には、単細胞緑藻類である艶ノθ刀θ3加’加凋ρ幅oo㎜廿甜加を用いた。

　　本極は、American　Type　Culture　Collectionより入手したATCC・22662株を・当研究部におい

　て無菌的に継代培養しているものである。

　　基準物質（重クロム酸カリウム、試薬特級）による72時間の生長阻害濃度（EbC50）は、0．52皿g1L

　であった。

謹　　試験に供す藻類は試験条件と同じ条件で暴露開始前に3日間培養したものを使用した。培養後・
　顕微鏡観察を行ない変形や異常な細胞が現れていないことを確認した。

3　試験方法

3，1試験条件

　　　以下の条件で試験を行った．但し、試験容器は滅菌したものを使用し、藻類の接種も無菌条件下

　　で行った．

　1）培養方式　　：振とう培養（100rpm）

　2）温度　　　123±2℃

　3）暴露期間　　：72時間

　4）試験液量　　：100mL（OECD培地）

　5）照明　　　　　：4000～50001ux（連続照明）

　6）pH　　　　：暴露期間中、pHの調整は行わなかった。

　7）初期細胞濃度：1×104cellslmL

3，2培地

　　前培養および試験ともにOECD化学品テストガイドラインに示されている培地を調製し、滅菌し

　て使用した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table1（p，16）］

3．3試験容器、藻類培養試験装置および機器

　　試験容器　　　　1300mL容ガラス製三角フラスコ（通気性のシリコン栓付）

　　藻類培養試験装置：伊藤製作所AGP・150RL

　　光学顕微鏡　　　　：ニコン培養倒立顕微鏡TMS－F

　　pHメーター　　　：堀場製作所カスタ二一LAB　pHメーターF－22
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CAS179・39－0

粒子計数装置　　　　　：コールター社コールターZ1

粒子計数装置用電解液　：アイソトンn

温度計　　　　　　　　：アルコール温度計

照度計　　　　　　　　　1東京光電（株）デジタル照度計ANA－F12

3．4試験濃度の設定

　　本試験の実施に先立って予備試験を行い、EbC50（0－72h）を1000mg1L以上と推定した。

　　この結果から、本試験では1000皿g1しの限度試験とした。しかし、対照区と濃度区に有意な差が

　認められたため、公比L8でさらに1濃度区（556mg1L）追加して試験を行った。

3．5試験液の調製

　　培地に被験物質を溶解して1000mg1L溶液とし、これをろ過滅菌して被験物質原液とした・濃度

　区および対照区毎に4個の試験容器を用いた。このうち1個はpH測定用とし・試験液の分析や細

　胞数の計数には用いなかった．対照区には培地を用いた。試験液は無色透明で、沈殿等は見られ

　なかった。

3．6　試験液の分析

　　試験液濃度の分析は高速液体クロマトグラフ（GC）法により行った。

　　暴露開始時（菌体混合直前、0時間）は各濃度区3連の試験容器から試験液を等量ずつ採取し

　分析した。暴露終了時（72時間）は各濃度区3連の試験容器から試験液を等量ずつ採取し混合後、

　遠心分離（2000rpm、23℃、15分）により藻体を除去してから分析した。

　　分析法の詳細は添付資料一1（p．26）に示した。

3．7試験操作

　　前培養した藻類の細胞数を計数し、試験液中の細胞濃度が1x1伊cellslmLになるように、前

　培養液の一定量を試験液の入った容器に添加した。

　　各試験容器を23±2℃の培養装置に設置して試験を開始し、24、48および72時間後に細胞

　濃度を測定した。細胞濃度の測定は各試験容器より試験液0．2mL～1．0皿Lを採取し、電解液（ア

　イノトンII）と混合して全量を20mしとした後、コールタカウンターにより計測した・

　　試験液調製時のpHは3連の他に用意した予備1本についてのみ測定し、各濃度区の暴露開

　始時のpHとした。終了時には各濃度区の3連のうち1本を測定した。

　　試験期間中、培養装置内の温度と照度を1日1回測定した。
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CAS：79－39－0

4結果の算出

4．1　藻類生長曲線

　　　各濃度区および対照区の細胞濃度の平均値を時間に対してプロットし生長曲線を作成した。

4．2　藻類生長阻害濃度の算出

　　次に下記の方法で生長阻害濃度を算出した。

　1）生長曲線下の面積の比較による生長阻害濃度（EbC50）

　　生長曲線下の面積は次の式により算出した。

　　　オ＝峠N・x，1＋卵N！一2N・x（’2一’1）＋…＋妬磯一2亙・x（牌1）

　　　　　　　2　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　ここで、

　　　A：生長曲線下の面積

　　　No：暴露開始時の設定細胞濃度（cellslmL）

　　　N1：t1時の実測細胞濃度（cellσmL）

　　　Nn：tn時の実測細胞濃度（ce11副mL）

　　　t1：　暴露開始後最初に細胞濃度を測定した時間一

　　　tn：　暴露開始後n回目に細胞濃度を測定した時間

　　生長曲線下の面積より各濃度区における生長の阻害百分率（IA）を次の式により算出した。

　　　　　　オ一週
　　　1　＝　‘　　‘x100
　　　　■　　　オ
　　　　　　　　‘

　　ここで、

　　　Ac：対照区の生長曲線下の面積

　　　At：各濃度区における生長曲線下の面積

　　最高濃度区に対応するIA値が50％を越えない場合はEbC50〔0・72）は最高濃度区以上であ

　るとした。

2）生長速度の比較による生長阻害濃度（ErC50）

　指数増殖している培養での細胞濃度の平均値から平均の生長速度（μ）を次の式より算出した。

　　ln丼．一lnN1
μニ
　　　∫一’　　　　π　　　］
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CAS二79－39－0

ここで、

　N1：t1時の実測細胞濃度（cell創mL）

　Nn：tn時の実測細胞濃度（cells／mL）

　t1：暴露開始後最初に細胞濃度を測定した時間

　tn：暴露開始後n回目に細胞濃度を測定した時間

　平均の生長速度（μ）より各濃度区における平均生長速度の低下百分率（f、、）を次の式により算

出した。

　　1＝μσ一μf　x100
　　置1　　　　　μ‘

　ここで、

　　μc：対照区の平均生長速度

　　μt：各濃度区における平均生長速度

最高濃度区に対応するIm値が50％を越えない場合はErC50（24・48）・ErC50（24・72）は最

高濃度区以上であるとした。

4．3無影響濃度（NOEC）の算出

　　F＆t．testにより対照区と濃度区を比較して、有意な差（5％水準）が認められない最高試験濃度

　を無影響濃度（NOEC）とした。

4．4使用した統計手法

　　F＆t・testはYukmsStatLight＃3「2群の比較』により計算した。
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CAS179・39『0

5　結果および考察

5．1試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　　　なし。

5．2試験液中の被験物質濃度

　　暴露開始時の被験物質濃度は599～1011mg几であり、暴露72時間の被験物質濃度は556～

　926mg1しであった。

　　設定濃度に対する割合は、暴露開始時が101，1～107．7％、暴露72時間が92・6～100・0％で

　あった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table2（p、17）］

　　暴露開始時の実測濃度が設定濃度の±20％以内であったため試験結果の算出には設定濃度

　を用いた。

5．3　藻類生長曲線

　1）対照区における細胞濃度は72時間の培養で201，6～204．4　倍に増殖し、試験条件下で正常

　　な生長を示した。

　2）濃度区では72時間の培養で197．3～212．2倍に増殖した。一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table3（P．18），Flgure1（P．23）］

5．4　生長阻害濃度（EC50）および無影響濃度（NOEC）

　1）生長曲線下の面積の比較による生長阻害濃度（EbC50）

　　EbC50（0・72）は〉1000mg／しであった。

　　対照区と比較して有意差が認められない最高試験濃度（無影響濃度（NOEC））は、556皿g1L

　（NOEC（面積法0・72））であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table4（p，19），Tab主e5（p．20），Figure2（p．24）］

2）生長速度の比較による生長阻害濃度（ErC50）

　ErC50（24・48）とErC50（24・72）は、それぞれ〉1000mg1L、〉1000mg／しであり、

　対照区と比較して有意差が認められない最高試験濃度（無影響濃度（NOEC））は、それぞれ

〉1000mg1L（NOEC（速度法24・48））、＞1000mg1L（NOEC（速度法24・72））であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table4（p，19）、Table5（p．20），Figure3（p，25）］
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5．5　温度およびpH

　　72時間の暴露期間中の藻類培養試験器内の温度は21．8～22・8℃であり・その平均温度は

　22．5℃であった。追加試験における72時間の暴露期間中の藻類培養試験器内の温度は212～

　23．0℃であり、その平均温度は22．5℃であった。

　　試験液のpHは暴露開始時が7．0～7，3であり、試験終了時が8．1～8、6であった。追加試験に

　おける試験液のpHは暴露開始時が7、3～7．5であり、試験終了時が89～9．0であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table6（p．21），Table7（p．22）］

以上
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Table1　0ECD　me〔iium

Nutrient　salts

H3BO3

MnC12・4H20

ZnC12

FeCi3・6H20

Na2EDTA・2H20

　CoC12・6H20

Na2MoO4・2H20

CuC12・2H20

CaC12・2H20

NH4Cl

KH2PO4

NaHCO3

MgC12・6H20

MgSO4・7H20

Concentrationm

　　　　O．185

　　　　0．415

　　　　0、003

　　　　0、08

　　　　0．1

　　　　0．0015

　　　　0、007

　　　　0、00001

　　　　18

　　　　15

　　　　1，6

　　　50－

　　　12

　　　15
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Table2． Measured　Concentrations　of2・Methyl・2・propenamide　D皿ing　a72・Hour

Exp・sure・f5θ伽a3加加岬虹・・甥盈’切

　　Nominal

ConcenしraLion

　　　（mg／L）

Measured　Concentration（mg／L）

O　Hour Percent　of　　　72Hour

Nominal

Percent　of

Nominal

Control 〈0．5 〈0．5

1000 1011 101．1
926 92，6

　　Nominal

ConcentI・aしion

　　　（mg／L）

氏4easured　Concenしration（nLg／L）

O　Hour PercenL　of　　　72Hour

Nominal

Percent　of

Nomina1

Control 〈0．5 〈0．5

556 599 107．7
556 100，0
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C雌：79－39－0

Table3． Cell　Densityof3θ1θ刀θ3かμ切oaprfoo㎜［漉1m

　　　Nominal

Concentraしion

　　　（mg／L）

Cell　Densky（x104cells／mL）

No． O　Hour 24Hour　48Hour　72Hour

Conしroi
1
リ
ム
3

1、OO

1．00

1．00

5．5

5．0

6．0

34．0

35．1

35．0

205．0

197．2

202．5

Average

　S．D．

1、00

0．00

5．5

0、48

34．7

0．61

201．6

　4，00

1000
－
∩
乙
3

1．00

1、00

1．00

7
だ
U
（
～

4
E
U
4

32．9

29．4

29．6

191．6

200．6

199，9

Average

　S．D、

1．00

0．00

5．0

0．52

30．6

1．94

197．3

　5．Ol

　　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

Cell　Density（×104ceils／mL）

No． O　Hour 24Hour　48Hour　72Hour

Con仁ro1 1
2
3

1．00

1、OO

1．00

5．2

5．6

4．7

36、7

36．7

27．1

218．5

202．2

192．5

Average

　S、D．

1．00

0．00
　
6
2
4
5
住

33．5

5，55

204．4

13．13

556 1
2
3

1．00

1．00

1．00

5．0

5、6

5．3

40．4

38．6

42．8

225，1

204．6

206．8

Average

　S，D．
0
0
0
0
1
0

　
9
β
2
5
α

　
9
ゐ
0
0
且

4 212．2

11．26

Each　value　represents　the　mean　ofthree　sample　counむs．
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Table4． GrowthInhibition　of3θノθ刀θ5な寸切08pバoo畑ロ加1η

　　　Nominal

boncentration

Area

@　　　4×　10

Inhibition

@　　（％）

Rate Inhibition

@　　（％）

Rate Inhibi　tion

@　　（％）

（mg／L） No． A（0－72h） 1＾（0－72h） μ（24－48h） I　m（24－48h） μ（24－72h）
I　m（24－72h）

1 3346 0．0761 0．0755

Contro1 2 3268 0．0809 0．0764

3 3353 0．0735 0．0733

Average 3323
一 0．0了68 一 0．0751 一

1 3141 0．0808 0．0772

1000 2 3187 0．0691 0．0745

3 3160 0．0769 0．0783

Average 3163 4．82 0．0756 1．59 0．0767 一2．08

曙

　　　Noml

boncentration

na1

×

Area

@　104

Inhibition

@　　（％）

Rate Inhibitlon

@　　（覧）

Rate Inhibition

@　　（弘）

（皿9／L） No． A（0－72h） 1八（0－72h） μ（24－48h） 1皿（24－48h） μ（24－72h） 工皿（24－72h）

1 3569 0．0811 0．0777

Contro1 2 3381 0．0787 0．0749

3 3013 0．0734 0．0775

Average 3321
一 0．0777 一 0．0767 一

1 3729 0．0873 0．0794

556 2 3454 0．0808 0．0751

3 3576 0．0869 0．0763

Average 3586 一7．99 0．0850 一9．36 0．0770 一〇．34
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Table5． Calculated　EC50and　NOEC

Based　on　IA　value

Calculated

　　Value

　　（mg／L）

　　　95－Percent

Confidence　Limits
　　　　　（mg／L）

EbC50（0－72） 〉1000 ～　　　　　一

NOECb（0－72） 556

Based　on　Im　value

Calculated

　　Value

　　（mg／L）

　　　95－Percent

Confidence　Limits
　　　　　（皿9／L）

ErC50（24－48） 〉1000 ～　　　　　一

NOECr（24－48） 〉1000

ErC50（24－72） 〉1000 ～

NOECr（24－72） ＞1000
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Table6． DailyTemperature　in　the　lncubation　Chamber　During　a72－Hour　Exposure

Exposure　Period

　　　（Hours）

Temperatロre

　　　　（℃）

0 21．8

24 22、5

48 22．8

72 22．8

Average 22．5

Exposure　Perlod

　　　（Hours）

Temperature

　　　　（℃）

0 21．2

24 23、0

48 22．9

72 23．0

Average 22、5
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Table7． pH　Values　at　O・Hour　and72・Hour　Exposure

　　Noninal

Concent【・ation

　　　（mg／L）

pH

O　Hour 72日our

Contro1 7．0 8、1

1000 7，3 8、6

　　Noninal

Concentration

　　　（mg／L）

pH

O　Hour 72日our

Con［ro1 7，3 8．9

556 7．5 9．0
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F主gure1 Algal　Growth　Curve　of3θノθ四a5‘rμm　oヨp弼oo塑11血刀コ
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Figure2 Concentration．Inhibition　Curve　of3θノθ皿83云r”m　o8prfoo㎜［’∫1’加based　on　IA　v投1ue

100

80

＋1A（0－72h）

（　　60
堺

）
（
二
　
4
0
創

卜
I
o）＝∫　20

0 ！
一20
100 1GOO　　　　　　　　　　　　10000

N㎝inaIConcentration　［mg／L］

一24一



CAS　l79－39－0

Figure3 Concentration．Inhibition　Curve　of3θ1θ四aβケα招。妙才ゴoomμ‘μ刀1basedon　Im

vaLue
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添付資料一1

試験液の分析方法

　　（全6頁）
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CAS＝79－39－0

試験液の分析方法

1．試験液の分析方法

　暴露開始時は3連の試験容器より等量の試験液各0．2～1．OmLをバイアル瓶に採取する。

　暴露終了時は3連の試験容器より等量の試験液各1．0～2．OmLを採取し、合わせて遠心分離する。

　その上澄み液1．0～2．OmL程度をバイアル瓶に採取する。

　試験液の濃度が100mg／Lを超える場合は、OECD培地で2～10倍に希釈して分析に供する。

　GCのオートサンプラーにセットして一定量を自動注入する。

　検量線から被験物質濃度を求める。

2．ガスクロマトグラフィー（GC）測定条件

　　　カラム　　　　　　：TC－FFAP、0．53皿mID　x15m

　　　カラム温度　　　　：130℃

　　　検出器　　　　　　：F正D

　　　検出器温度　　　：220℃

　　　注入口温度　　　：220℃

　　　注入量　　　　　　：1μL

　　　キャリアガス　　　　：He

　　　流量　　　：20mLlmin（室温）

3，検量線

　定量限界付近から予想測定濃度が含まれる5ポイントの標準液を測定し、直線性を確認した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Figure1（p．28）］

　測定日毎に100mg1しの標準溶液を測定して、その面積値を用いて検量線を作成した。

4．添加回収率

　試験培地に標準液の一定量を添加して、回収率を求めた．

　2一メチルー2一プロペンアミド20皿g1しの回収率は95，6％であった。

5クロマトグラム

　代表的ないくつかのクロマトグラムを示した。

［F丘gure2（P．29～1〕，32）］
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Figure1 Calibration　Curve　of2－Methyl－2・prol）enamide　by　GC　Analysis
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Figure2Representativechr・maOograms
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Figure2 Continued

（3）ControL，Oh
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Figure2 Continue〔1

（5）556mg1L　nominall　Oh（dilutεd　to55、6mg1L）
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Figure2　　Continued

　　　　　（7）1000mg1L　nominall　O　h（dilute〔1to100、O　mg1L）
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